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１．目的  

 鋼３径間連続トラス橋の耐震補強を免震支承への取替と炭素繊維巻立て工法により実施した。その構造解析

結果、補強部材、支承取替工法の検討結果について報告する。 

２．構造解析結果  

 ３次元立体骨組みモデルを用いた時刻歴応答解析により、既設橋梁の耐震性能を照査したところ、上下弦材

の主構部材及び横斜材などの二次部材に損傷を受けることが明らかとなり、耐震性能を向上させる方策として

ダンパー設置やゴム支承への交換などを用いた設計照査を行い、結果として上部工部材の損傷部材が少ない超

高減衰免震ゴム支承への取替を行う耐震補強を選定した。補強の概要を図－１に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

炭素繊維巻立て 免震支承取替 ８基 

横トラス補強 

図－１ 補強概要

３．支承取替工法の検討結果 

(1)ジャッキアップ補強材の現場溶接品質管理 

 ジャッキアップ補強材は供用下での現場溶接となるため、端支点部と中間支点部の桁において振動加速度

を計測し管理限界値を超えていないことを確認した。また、現場溶接施工試験で開先の管理値を４㎜～１０

㎜としパス間温度は１５０℃以下で施工を行った。 

図－２支承カバー

庇
(2)ゴム支承の耐久性向上対策 

 ゴム支承は、被覆ゴムにより防護されているが、老化・耐オゾン

性・耐水性の向上のために、支承廻りにカバーを設置することとし

た。支承カバーに考慮する移動量は常時及び地震動（レベル 1）の

大きい値に余裕をもたせた。基本構造は支承にジョイントプロテク

ターがあり複雑な形状であるため上沓に庇を設けカバーを取り付け

る構造とした。使用する材料は加工しやすく、伸縮性のある素材か

ら選定した。また、支承を点検するためのファスナーを設ける。 
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 (3)ジャッキアップ手順の設計照査 

追加ｶﾞｾｯﾄ 
溶接部 

図－３ ｶﾞｾｯﾄ補強

 ジャッキアップをすることによる、橋梁本体への影響及びジャッ

キアップ中の水平耐力を算出し安全性の確認を行った。ジャッキア

ップ数は最大２箇所としジャッキアップ量は３～６㎜行うこととし

トラス部材の断面力を算出した。部材に発生する影響は８Ｎ／mm2

程度と微少であり問題ない結果であった。 

 ジャッキアップ時水平力の照査として、地震時水平力の１／２で

照査を行った。ジャッキアップ中の支承の水平耐力は０として可動

支承側から施工し固定支承を最後に取り換えることとすれば問題な

い結果となった。 

（4）ジャッキアップ方法の選定 

 中間支点のジャッキアップ方法はガセット補強方式とした、新設

ガセットの取付方法は現場溶接によるものとした。なお、既設添接

部は母材及び添接板に段差があり溶接品質が確保しにくいため、既

設添接部への溶接は無い構造とした。（図－３） 

 端支点部は斜材が来ているためガセット補強しジャッキアップし

た場合、上下弦材、斜材、垂直材に支点移動に伴う曲げ応力が働く

ため斜材を追加する方法とした。斜材取付はガセットを溶接で拡大

しボルト接合とし、施工後は撤去することとした。（図－４） 図－４ 斜材追加

４．支承取替工事 

(1)アンカー削孔 

ジャッキ据付のため既設橋脚をコンクリートで拡幅した。既設橋

脚にアンカーを施工するため鉄筋探査を実施するが、鉄筋量が多く

鉄筋に当たるため、位置変更が容易なボーリングコア削孔で施工し

た。 

(2)ジャッキアップ 

 支承の取替にあたっては、中間支点全反力 9,800kN の支承を 5,000kN ジ

ャッキ４台で施工した。ジャッキアップ作業として供用下の状態であるこ

とから、活荷重及び衝撃荷重の考慮、不測の事態には緊急に対応できる施

工方法を採る必要がある。また、不均等荷重に対応できる方法として、各

ジャッキは単独で操作できるようポンプ及び油圧ホースを配置した。各ポ

ンプは油圧計で作業を進めるものとして不均等に反力を与えていないか

慎重に作業した。 

ジャッキアップ反力は活荷重の影響は

少なく死荷重の１０４％～１１５％とな

った。 

５．まとめ 

 供用下のトラス橋で 10,000ｋN 級の免震支承の取替を無事故、無災害で実施 

できた。ジャッキアップに伴う補強は現場溶接によるところが多く、既設部材 

への影響や品質の確保の面から、建設時に支承取替を考慮した補強材などの設 

場所 死荷重反力 ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ荷重 比率
１A 2200kN 2540kN 1.15
２P 7170kN 7730kN 1.08
３P 7170kN 7500kN 1.05
４P 2200kN 2450kN 1.11

表－１ ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ荷重

図－６ 支承取替手順

図－５ 免震支承設置

 現地計測 

既設橋脚拡幅 

ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ補強材取付 

ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ 

既設支承撤去 

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ設置 

免震支承架設 

ｼﾞｬｯｷﾀﾞｳﾝ 

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ溶接 

完了 

計・施工が望まれる。 
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